

























































































































































































































































































































































































































ミ ュ ー ジ ア ム
物館施設があり、ハ
ード面、箱物としては恵まれた現況といえる。しかし、
国指定有形民俗文化財も含む民具類は旧朝日町公民館
（黒谷）に収蔵されているものの、民俗資料を専門に展
示公開する施設は今のところない。
ここで、a〈ミュージアム〉―b〈エコミュージアム〉
―c〈インターネット・エコミュージアム〉の関係を簡
潔に整理してみる。それぞれの性格は要約すれば、〈施
設における実物展示・保存〉―〈住民主体の地域認識・
振興運動〉―〈地域情報の分析・公開・DB化〉となり、
さらにその特質を強調すれば、〈展示・保存（保全機関的）〉
－〈教育（学校的）〉－〈研究（研究所的）〉となる。こ
の三者の関係は、例えば主に関わる人から見れば、aは
特定できる参観者、bは地域の住民、cは不特定な多数
者など、その他さまざまな視点、要素から把えることが
できる。
先述した、市町村合併は財政的に箱物としての複数の
博物館・資料館の維持を困難にし、統廃合が検討され、
民具資料に限っていえば複数の同一資料は代表的なもの
を残し廃棄処分の対象になるなど危機的な状況が全国各
地から報告されている。従来、市町村の民具資料は多く
の場合、博物館や資料館がある場合は別として、廃校舎
の空き教室に収蔵されるなどして保存されてきた。それ
が、ここにきてその施設、民具自体の存在が脅かされて
きている。いずれにしろ、先人が苦労して収集した普通
の人々のくらし、常民の歴史を描くための非文字資料と
もいえる民具が、展示資料や学術資料として日の目を見
ることなく省みられなくなっている現状は嘆かわしい。
このような中で、只見町の民具は住民自身の手によっ
て整理・記録・保存され、郷土の再認識の資料として位
置づけられている。民具を製作・使用した古老の記憶は
一点一点カード化され、優れた学術研究資料としてウェ
ブ上で公開された。只見町ではa〈ミュージアム〉―b〈エ
コミュージアム〉―c〈インターネット・エコミュージ
アム〉、三者の関係の基盤整備が整ったといえる。ただし、
民俗資料に関するa〈ミュージアム〉は、不十分といえ、
記録カード類などが収められている旧只見中学校舎を活
用しての民俗資料館建設構想の実現が期待される。旧只
見中学校は、「ただみ・ブナと川のミュージアム」に隣
接しており、山樵や川漁の民具の現物を、只見川を真近
にして参照でき、また川漁の実際を近くの古老からも聞
け、使用可能な民具を用いての実験なども試みることが
できる好条件の地である。
一方、よそ者であるわれわれ研究者が関与するのは、
c〈インターネット・エコミュージアム〉である。全世
界と瞬時に結ばれ、大容量のデータを記憶し、検索すれ
ば直ちに望むデータが引き出せる小さな箱物・パソコン
上のインターネット・エコミュージアムは、なりは小さ
くても、ただ、そこに現れているものが実物ではないと
いうことを除けば、巨大な建物の博物館に引けをとらな
い。
インターネット・エコミュージアムの可能性はさまざ
まである。例えば、名人級の元山（杣）のノコギリの高
精細カメラ映像を利用した使用痕の分析から、聞き書き
では判らない、カンとかコツといった民俗技術の解明の
糸口が見いだせるかもしれないし、パソコンの扱いを通
して祖父母と孫の世代間交流が図れる。標準・共通名称
の設定が困難な民具研究において、サムネイルなどを活
用して図像による検索から国際比較までその研究上の応
用分野は広い。相互交流型のブログなどを通しての情報
交換も有意である。何よりも、インターネット・エコミ
ュージアムには、大面積の展示スペースや収蔵庫は不要
であり、データの集積は無限といってもよく、その分類・
検索機能はさまざまに工夫できる。今後、ますますムラ
が後退し、箱物としてのミュージアムの維持、運営が厳
しくなる中で、地域の民具資料は、エコミュージアム、
インターネット・エコミュージアム的視点から扱われる
方向性が必要である。只見町インターネット・エコミュ
ージアムはそのモデルづくりの試みともいえる。
地域社会における箱物としての博物館・資料館・収蔵
室の運営・維持は、ムラの後退という状況の下で、今後
ますます難しくなっていく。その流れの中で、パソコン
という小さな箱物を活用したインターネット・エコミュ
ージアムの意義を只見町の例で考えてみた。言うまでも
なく、実物展示や実物の収集・保存にあたる従来型のミ
ュージアム、住民を主体とした地域認識・振興運動とい
えるエコミュージアムとインターネット・エコミュージ
アムの三者は相互補完的な関係にあり、三者の並立・協
力が理想的な姿である。
庶民の生活誌の研究、生活史構築に欠かせない非文字
資料としての民具は現在国内の関係するミュージアムに
どれほど、収蔵され、展示されているのだろうか。単純
に1000館で最低1000件でも百万件、点数にしたら
その数十倍の実物資料が収蔵されていることになる。や
がては廃棄や消滅の危機にあるこれらの民具の現時点で
のデータベースの作成が少なくても早急に望まれる。エ
コミュージアムにしても、少子高齢化に伴う住民自体の
減少と不在は運動自体を成り立たせなくしてしまう。
ムラの生産・生活活動の証となる民具のデータベース
化を踏まえ、世界の諸民族、地域の民具の比較研究から
人類文化の体系化を導く可能性を秘めたインターネッ
ト・エコミュージアムは、民具資料に限ってみてもその
有効性が高いのである。
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写真３	 館内の展示パネル
　	 水槽プールでの魚類の生態展示、ジオラマ・模型展示、昆虫
標本、体験学習など展示はさまざま工夫されている
写真４	「ただみ秋の実り展」に町民が持ち寄った毒キノコの展示
写真１・写真２	「ただみ・ブナと川のミュージアム」の外観　すぐ近くを只見川が流れている
